平成２６年度　第１１回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２６年９月１２日（金）午前１０時～１０時１５分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】

　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　委　　員　　中　原　　　都

　　　　　委　　員　　上　田　博　久
　　【事務局職員】　

　　　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　　長　　　　　有　岡　博　己　　

　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　長　　　　　河　村　　　淳　　

　　　　係　　長　　玉　野　明　子

【傍聴者】　　　なし
	４　議　題


    議案第１号　選考により採用することができる職に係る承認について
	５　議事の公開・非公開


　　公開とした。
	６　議　事


　１　議案第１号

選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会から次のとおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。

①　申請のあった職
学芸員（自然担当）

②　採用予定者数
２名
③　採用予定日
平成27年４月１日
④　申請理由
上記の職は、山陰海岸ジオパークに関する関連業務を担う山陰海岸学習館（博物館附属施設）において、中心になって業務に当たる職種である。平成25年度末に専任で対応していた職員が退職して以降、学校教諭（理科）による配置換え等で対応してきたが、施設に期待される今後の役割や業務内容等を勘案して、専任職員を採用し、その役割を担うことができる職員体制の充実を図ることとしたい。

また、今回採用する職員は、地学又は海洋生物についての専門的な知識とそれを研究する基本的能力が必要であり、職務内容の特殊性からも教育委員会において適材を選考することとしたい。

⑤　選定方法

　　教育委員会において任用候補者選定のための試験を実施。

(１)　試験内容

　　ア　第１次試験

・論文審査：これまでの研究業績等に関する論文審査

　　イ　第２次試験

・論文試験：博物館職員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

・人物試験：個別面接による人物及び専門的知識についての口述試験

　(２)　受験資格

　　　　次のア～ウの要件を全て満たす人に限る。

ア　昭和50年４月２日以降に生まれた人（40歳以下）

    イ　大学又は大学院において、次のいずれかの担当に応じた分野を専攻して卒業（修了）した人又は平成27年３月31日までに卒業(修了)見込みの人

　　　(ア)　地学担当　地学又は古生物に関する分野

　　　(イ)　海洋生物担当　海洋生物学など生物に関する分野

ウ　博物館法第５条に規定する学芸員資格を有する人又は平成27年３月31日までに取得する見込みの人

⑥　人事委員会の判断
上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員

　　平成25年度に専任で対応していた職員が退職したとあるが、それ以前は自然担当の学芸員がいたの

　か。

事務局
　　海洋生物担当のかたがいたが、兵庫県の博物館に移って退職された。博物館本館の方にも自然系の

　学芸員は３人か４人程度いるが、それぞれの専門分野で分かれている。このたびの山陰海岸の方はジ

　オパークの担当をするので、海洋担当と地学担当が必要となっている。

委　員
　　現在は理科の教諭が対応しているが、現在は学習館には学芸員がいないということか。

事務局
　　以前は教員を配置することが多かったが、やはりそれでは専門性が育たないため、現在では専任の

　者を公募することが多くなっていると思う。

委　員
　　受験会場は鳥取市だけのようだが、応募者が見込めるということか。発掘の方の職だと大阪でも試

　験をやっているが。

事務局
　　そのとおり。

事務局
　　文化財主事でも任期付の場合は応募者がいないということがある。

委　員
　　了解した。それでは議案はこれで良いか。

委　員

　　良い。

委　員

　　良い。

	７　次回の人事委員会の開催


　　平成２６年９月２２日（月）午前１０時から開催することとした。
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